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概要 本書について iv
概要

はじめに Gentran:Server® for Windows® を使用する と、 ODBC (Open Database Connectivity) 
ドキュ メン ト を従来の電子商取引メ ッセージと同様の方法で一緒に管理するこ
とができます。 その結果、 受信および送信のデータ形式 (ODBC、 XML、
proprietary message formats など ) がどの形式であるかにかかわらず、 同じ処理と

データ管理の環境を維持するこ とができるよ うにな り ます。

このマニュアルは、 Gentran:Server for Windows での ODBC の使用方法、 および 
Gentran:Server での各種タスクの実行について説明しています。 タスクの手順を

解説しているこのマニュアルは、 Gentran:Server に関するあらゆる質問に答える

こ とを目的と して書かれています。

メモ
このマニュアルには、 ODBC に関する説明や定義は記載されていません。

参照
ODBC の詳細については、 msdn.microsoft.com の Web サイ トにアクセスするか、
または ODBC Programming Reference マニュアルのリ ンクに従ってください。

本書の構成 この 『ODBC ユーザー ガイ ド』 は、 次の章から構成されています。 各章の概要

を説明します。

◗ 「本書について」 では、 このマニュアルの内容および構成について説明しま
す。 この章では、 カスタマ サポートの情報についても説明しています。

◗ 第 1 章 「Gentran:Server での ODBC の概要」 は、 Gentran:Server for Windows 
での ODBC の導入方法を説明します。

◗ 第 2 章 「Gentran:Server と  ODBC の使用」 は、 Gentran:Server で ODBC を使用
開始するために完了する必要のあるタスク、 および ODBC マップ コンポー
ネン トの操作方法について説明します。

◗ 付録 A 「ODBC マップ作成のガイ ド ラ イン」 は、 特定の ODBC マップの ト ラ
ブルシューティングの方法について説明します。
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始める前に

前提知識 このマニュアルの前提知識と して、 次の知識が必要です。

◗ Gentran:Server for Windows
◗ Windows
◗ ODBC

前提条件 Gentran:Server で ODBC を使用するには、 次のソフ ト ウェアが必要です。

◗ Gentran:Server for Windows バージ ョ ン  5.0 がインス トールされている必要が
あ り ます。

◗ ODBC 対応のデータベースがインス トールされている必要があ り ます。

メ モ
Gentran:Server に対応しているデータベースのバージ ョ ンに関する詳細
な情報は、 『インス トール準備 カード』 を参照して ください。

◗ 使用しているデータベース用にインス トールした ODBC ド ラ イバの最新
バージ ョ ンが必要です。

メ モ
Gentran:Server に対応している最新の ODBC ド ラ イバおよびその他の
ソフ ト ウェアに関する詳細な情報は、 『インス トール準備 カード』 を
参照して ください。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月
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サポート情報

はじめに スターリ ング コマース社では、 Gentran:Server ソフ ト ウェアに関する質問や問題

についてお答えするため、 熟練した製品サポート担当者によるサポート を提供
しています。

メモ
Gentran:Server のカスタマ サポートは、 スターリ ング コマース社以外の製品 
(SQL Server 、 Oracle など ) のサポートは行っていません。 ただし、他社の製品を  
Gentran:Server と併用できるよ うに構成するサポートは提供しています。

電話番号 ご利用になるサポート電話番号は、 『インス トール準備 カード』 を参照して くだ

さい。

サポートに
連絡する前に

迅速なサポート を提供するため、 以下の事項についてご協力をお願いします。

◗ まず、 発生した問題を再現してみて、 イベン トの正確な順序を記録して くだ
さい。

◗ 製品サポートへのお問い合わせの際には、 下記の情報をご用意ください。

情報 説明

ユーザー情報 会社名、 氏名、 電話番号および内線番号、 および
ケース番号 ( 以前に報告された問題を照会する場

合 )。

システム構成 Gentran:Server バージ ョ ン ( およびインス トールさ

れているサービス  パッ ク )、 プラ イマ リ  Gentran シ
ステム コン ト ローラおよび問題が発生しているす

べてのコンピュータの情報。 Windows オペレーティ

ング システムのバージ ョ ン、 搭載メモ リ、 有効

ディ スク容量、 データベース  バージ ョ ン、

Microsoft Data Access (MDAC) のバージ ョ ン、 およ

び Internet Explorer のバージ ョ ン。

ハード ウェア、 ソフ ト ウェア、 およびシステムの構
成に対して加えた最近の変更も記入して ください。

システム データ  ス ト ア どのコンピュータがシステム  データ  ス ト ア内に

フォルダを格納しているのか。

( 次のページへ続く )
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スターリング 
コマース社 
Support Web Site 
( 英語 ) へのアクセス

スターリ ング コマース社 Customer Support Web Site は Gentran:Server for Windows 
のサポートに関する以下の重要な情報が記載されています。

◗ サポート  サービスの範囲

◗ カスタマ サポート  ポ リシー

◗ 優先コール

◗ カスタマ サポートの電話番号一覧

◗ Support on Demand ケースの作成方法

◗ Support on Demand ケースのステータスの確認方法

◗ Support on Demand ケースへの情報追加の方法

Customer Support Web Site は常にアップデート されており、 スターリ ング コマー

ス製品のユーザーの皆様にご利用いただけます。 この Web サイ トには、 最新の

製品アップデート情報が記載されています。 製品情報に関する重要な情報源と
してご活用ください。

参照
Customer Support World Wide Web Site へのアクセス方法に関する情報については、
「インス トール準備 カード」 を参照して ください。

マニュアル Customer Support Web Site にはドキュ メン ト  ライブラ リがあ り、 Gentran:Server 
for Windows ドキュ メン ト  セッ トがすべて含まれています。 随時このライブラ リ

から製品マニュアルを  PDF フォーマッ トでダウンロードできます。

エラー メ ッセージ 表示されたエラー メ ッセージの正確な語句表現と

ソフ ト ウェアでのエラーが発生した時点、 およびロ
グ ファ イルも記録して ください。

試みた解決策 問題の解決を試みた際の手順とその結果の記録、 推
定される問題の発生回数と問題を再生するこ とがで
きるかど うかを報告して ください。

情報 説明
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月
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概要 Gentran:Server での ODBC の概要1 - 2
概要

はじめに この章では、 Gentran:Server での ODBC の使用について紹介し、 Gentran:Server の
新しい特徴と機能についても説明します。

ODBC を使用する

理由

オープン データベース  コネクティ ビティ  (ODBC: Open Database Connectivity) を
使用する と、 ト ランスレーシ ョ ンの際に複数のデータベースを照会または更新
できるよ うに、 複数のデータ  ソースを指定するこ とができます。 データベース  
スキーマからマップを直接作成するこ とによ り時間を節約でき、 使用している
マップがデータベースの最新バージ ョ ンと確実に同期するよ うにな り ます。
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Gentran:Server での ODBC の概要 Gentran:Server での ODBC の概要 1 - 3
Gentran:Server での ODBC の概要

概要 Gentran:Server では以下の機能を実行できます。

◗ 1 つのト ランスレーシ ョ ン セッシ ョ ン内で、 複数のデータベースに対して
データの照会またはデータの更新を行うため使用するデータ  ソースを指定
します。

◗ データ  ソースを追加してから接続をテス ト し、 接続文字列を編集します。

◗ テーブルと列のリ ス ト など、 データベース  スキーマのモデルを表示します。

◗ データベース  スキーマからフ ィールドを直接生成します。

◗ データベースの整合性をチェッ ク します。

メモ

◗ ODBC シンタ ッ クスをマップの両側で使用する場合、 各側で個別のデータ  
ソース  セッ トが使用されます。 マップの一方の側が、 他方の側に属する
データ  ソースを参照するこ とはできません。

◗ ODBC 機能をほかの種類のマップに挿入するこ とはできません。

◗ ODBC Output Record を使用する  ODBC マップで、 Microsoft データベース  
(Access または MSSQL Server) に対して ト ランスレーシ ョ ンを実行している
マップについては、 ODBC DSN 設定で [Use ANSI Quoted Identifiers] オプシ ョ
ンをオン ( 有効 ) にする必要があ り ます。

タイムスタンプの
情報

Gentran:Server は、 使用しているデータベース管理システムの種類に関わらず、

タイムスタンプなしで Gentran データベースに書き込まれたすべての日付の終わ

りに 00:00:00.000 のタイムスタンプを設定します。
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ODBC マップ オブジェク ト

はじめに Gentran:Server は ODBC マップ オブジェク ト を表すために、 アイコンのセッ ト を

使用します。

マップ  オブジェクト  
アイコン

次の表に、 Gentran:Server が ODBC ファ イルを可視表示するため使用するマップ 
オブジェク ト  アイコンをま とめます。

アイコン 説明

 
[ODBC ファ イル書式 ] アイコンには、 ルート  エレ メン ト など、

Gentran:Server が ト ランスレーシ ョ ンの際に使用する  ODBC データ  
ソースが含まれます。 これは、 グループ データが終了するか、

ループの繰り返しに許可される最大回数が終了するまで逐次繰り
返されるグループ、 SQL ステート メン ト 、 カーソル操作、 および

入出力レコードから成るループ構造です。

[ グループ ] は、 グループ データが終了するか、 ループの繰り返

しに許可される最大回数が終了するまで逐次繰り返される関連し
ているグループ、 ステート メン ト  レコード、 カーソル操作、 およ

び入出力レコードから成るループ構造です。

[ ステート メン ト  レコード ] は SQL のユニッ ト を表します。 これ

には、 SQL クエ リー ( 結果セッ ト を返す場合と返さない場合があ

る )、 コマンド  ( 結果セッ ト を返さない )、 またはス ト アド  プロ

シージャの呼び出し  ( 結果セッ ト を返す場合と返さない場合があ

る ) が含まれます。

[ カーソル操作レコード ] には、 クエ リーから返された結果セッ ト

内の新しいレコードに移動する際の ト ランスレータへの指示が含
まれます。 各操作は、 結果セッ ト を返す 1 つのステート メ ン ト  レ
コードに関連付けられています。 カーソル操作レコードはマップ
の入力側でのみ許可されます。

[ 入力レコード ] には、 出力形式にマップするための適切なフ ィー

ルドの論理グループが含まれます。 入力レコードはマップの入力
側でのみ許可されます。

[ 出力レコード ] は UPDATE、 INSERT、 または DELETE の SQL ス
テート メン ト を表し、 出力レコードにはフ ィールドが含まれます。
出力レコードはマップの入力側と出力側の両方で作成可能です。

( 次のページへ続く )
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[ フ ィールド ] はデータベース  テーブルの列に相当し、 フ ィール

ドにはその列の属性が含まれます。 入力側では、 フ ィールドは
オープン SQL クエ リーの現在行の列からのデータを受け取り ま

す。 出力側では、 フ ィールドは、 システムによって更新または挿
入される列、 あるいはキー列を表します。 また、 データベース  
テーブルまたはクエ リーの結果セッ ト とは関係のないフ ィールド
を作成するこ と もできます。

 ( 続き )
アイコン 説明
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基本操作 0

概要

ODBC 処理 次の表に、 Gentran:Server で ODBC を使用する際の処理をま とめます。 .

段階 説明

1 使用しているシステム内のすべてのコンピュータに Gentran:Server 
をインス トールします。

参照
詳細については、 『Gentran:Server Installation Guide』 を参照して く
ださい。

2 ODBC ドキュ メン ト を ト ランスレーシ ョ ンするためのマップを作

成します。

参照
詳細については、「ODBC マップの作成方法」 を参照して ください。

3 必要に応じて、 マップの INPUT 側と  OUTPUT 側を次の順序でビ

ルド します。

a. データ  ソースを追加し、 接続をテス ト します。

参照
詳細については、 「ODBC ファ イル形式の使用方法」 を
参照して ください。

b. 必要に応じて、 ODBC フ ィールド  ジェネレータを使って、
データベース  フ ィールドを生成します。

参照
詳細については、 「データベースの整合性をチェッ クす
る方法」 を参照して ください。

c. 必要に応じて、 マップ オブジェク ト を手動で作成します。

参照
詳細については、 「ODBC マップ オブジェク トの操作」
を参照して ください。

d. データベースの整合性を確認します。

参照
詳細については、 「データベースの整合性をチェッ クす
る方法」 を参照して ください。
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ODBC マップの作成方法

はじめに [ 新規マップ ウ ィザード ] を使用する と、 素早く簡単に入力ファイルと出力ファ

イルの形式を選択して、 マップを作成できます。

メモ
ODBC シンタ ッ クスをマップの両側で使用する場合、 各側で個別のデータ  ソー
ス  セッ トが使用され、 マップの一方の側が、 他方の側に属するデータ  ソースを
参照するこ とはできません。

手順 ODBC マップを作成するには、 この手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ] > [Gentran Server] > [ ア
プ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン ] を選択します。

システムからの応答
アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムが表示され
ます。

2 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンの [ ファ イル ] メニューか

ら、 [ 新規作成 ] を選択します。

システムからの応答
[ 新規マップ ウ ィザード ] が表示されます。

( 次のページへ続く )
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3 次の各項目を指定し、 [ 次へ ] を選択します。

◗ 作成しているマップの種類を指定して ください。
次の表に選択肢を示します。

各部 機能

インポート アウ トバウンド  マップに使用します。

エクスポート インバウンド  マップに使用します。

インターチェンジ 
ブレーク

インターチェンジを分離するために詳細
マッピングで使用します。

ファンクシ ョナル
受信確認
インバウンド

ファンクシ ョナル受信確認の整合性を取る
ために詳細マッピングで使用します。

ファンクシ ョナル
受信確認
アウ トバウンド

ファンクシ ョナル受信確認を生成するため
に詳細マッピングで使用します。

システム  インポート

ヘッダー

アプリ ケーシ ョ ン ファ イル内の各ドキュ メ

ン トに対応する取引関係 ( パートナー エ
ディ タで確立 ) を識別するために使用しま

す。 これによ り、 ドキュ メン トの処理にど
のインポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェ

ク ト を使用するかが識別されます。

ターンアラウンド EDI 対 EDI のマップに使用します。

ト ランザクシ ョ ン 
ビルド

ト ランザクシ ョ ン エンベロープを作成する

ために詳細マッピングで使用します。

ト ランザクシ ョ ン 
ブレーク

ドキュ メン ト を分離するために詳細マッピ
ングで使用します。

ファンクシ ョナル 
グループ ビルド

ファンクシ ョナル グループ エンベロープ

を作成するために詳細マッピングで使用し
ます。

ファンクシ ョナル 
グループ ブレーク

ファンクシ ョナル グループを分離するため

に詳細マッピングで使用します。

インターチェンジ 
ビルド

インターチェンジ エンベロープを作成する

ために詳細マッピングで使用します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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3
( 続き )

◗ マップの名前を指定します。
マップの一意の名前を入力します。 .MAP 拡張子が付きます。

◗ ユーザーの名前を指定します。
表示されたユーザー名が正し くない場合は、 自分のユーザー
名を入力します。

システムからの応答
[ 新規マップ ウ ィザード  - 入力書式 ] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

メモ
マップの入力側の形式を指定する必要があ り ます。 これは、
Gentran:Server システムによって ト ランスレーシ ョ ンされるデータ
の形式です。

4 マップの入力側 : ユーザー定義のシンタ ッ クスを使用した新しい

データ形式を作成するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 作成する場合は、 次の入力形式オプシ ョ ンから  1 つ選択し、
[ 次へ ] をク リ ッ ク して、 ステップ 5 に進みます。
[Delimited EDI] (Electronic Data Interchange ファ イル )
[Positional] ( アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル )
[XML] (Extensible Markup Language)
[ODBC] ( オープン データベース  コネクティ ビティ )
[CII] ( 日本固有の標準 )
[CII Positional] (CII ビルド / ブレーク  マップ用 )

システムからの応答
[ 新規マップ ウ ィザード  - 出力書式 ] ダイアログ ボッ ク
スが表示されます。

◗ 作成しない場合は ( 保存済みの定義からデータ形式を読み込む
場合 )、 [ 保存されている定義からデータ形式を読み込む ] オ
プシ ョ ンを選択し、 保存済み定義のパス とファ イル名を入力
します 
( または、 [ 参照 ] をク リ ッ ク して [ ファ イルの定義を開く ] ダ
イアログ ボッ クスを表示します )。 ステップ 6 に進みます。

5 表示されるダイアログ ボッ クスに応じたステップを実行し、 ス

テップ 6 に進みます。

表示される
ダイアログ ボッ クス 実行する手順

新規マップ ウ ィ

ザード  - 出力書式

ステップ 7 に進みます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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6 保存済みの定義からデータ形式を読み込むよ うに選択し、 [ 参照 ] 
をク リ ッ ク して [ ファ イルの定義を開く ] ダイアログ ボッ クスを

表示したかど うかによって、 次を実行します。

◗ 表示した場合は、 ファ イル名を入力して [ 開く ] をク リ ッ ク
し、 選択したファ イル形式定義を読み込み、 ステップ 8 に進
みます。

メ モ
以上で、 .DDF または .IFD ファ イルを選択できます。

◗ 表示しなかった場合は、 ステップ 7 に進みます。

メ モ
DDF が無効な場合は、 問題について説明する メ ッセー
ジ ボッ クスが表示され、 インポートが終了します。

7 マップの出力側 : ユーザー定義のシンタ ッ クスを使用した新しい

データ形式を作成するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 作成する場合は、 次の出力形式オプシ ョ ンから  1 つ選択し、
[ 次へ ] をク リ ッ ク して、 ステップ 8 に進みます。
[Delimited EDI] (Electronic Data Interchange ファ イル )
[Positional] ( アプ リ ケーシ ョ ン ファ イル )
[XML] (Extensible Markup Language)
[ODBC] ( オープン データベース  コネクティ ビティ )
[CII] ( 日本固有の標準 )
[CII Positional] (CII ビルド / ブレーク  マップ用 )

◗ 作成しない場合は ( 保存済みの定義からデータ形式を読み込む
場合 )、 [ 保存されている定義からデータ形式を読み込む ] オ
プシ ョ ンを選択し、 保存済み定義のパス とファ イル名を入力
します
( または、 [ 参照 ] をク リ ッ ク して [ ファ イルの定義を開く ] ダ
イアログ ボッ クスを表示します )。 ステップ 8 に進みます。

8 保存済みの定義からデータ形式を読み込むよ うに選択し、 [ 参照 ] 
をク リ ッ ク して [ ファ イルの定義を開く ] ダイアログ ボッ クスを

表示したかど うかによって、 次を実行します。

◗ 表示した場合は、ファ イル名を入力して [ 開く ] をク リ ッ ク し、
選択したファ イル形式定義を読み込み、 ステップ 11 に進み
ます。

メ モ
以上で、 .DDF または .IFD ファ イルを選択できます。

◗ 表示しなかった場合は、 ステップ 9 に進みます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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9 [ 完了 ] をク リ ッ ク して、 マップの編集を始めます (2 ～ 3 秒かか

る場合があ り ます )。

システムからの応答
新規マップが [ アプリ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン ] ウ ィンド
ウに表示されます。

メモ
新規マップの作成と保存が終了した後、 マップの入力側と出力側
を定義する必要があ り ます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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ODBC マッピングに関する注意事項

インポート処理 アウ トバウンド処理では、 データベース  テーブル内のどのレコードが処理済み

であるかを判断する必要があ り ます。 つま り、 マップを処理する と きにテーブ
ル内の未処理のレコードのみを選択できるよ うに、 レコードをマークするこ と
が必要です。

レコードを処理済みまたは未処理と してマークするには、 処理フラグを含む列
をデータベース内に指定します。 この列と して、 データベースに処理列を挿入
するか、 または、 未使用の列をこの機能用に選択するこ とができます。 この列
は、 マップの SQL ステート メン ト  レコード内に含める必要があ り ます。 また、

データ  レコードが処理されたこ とを示すため、 この列をマップから更新する必

要があ り ます。

推奨事項
処理列をデータベースに追加、 または既存の列の機能を変更する前に、 テス ト
の実行によ り既存のデータが上書きされないよ うに、 データを別個の作業テー
ブルにコピーするこ とをお勧めします。

エクスポート処理 Gentran:Server では、 データをデータベースに直接エクスポートできます。 ド

キュ メン ト を  ODBC 準拠のデータベースにエクスポートするには ( つま り、 EDI 
から  ODBC)、 その ト ランザクシ ョ ン  セッ トのエクスポート  ト ランスレーシ ョ ン 
オブジェク ト を登録し、 エクスポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト とエク

スポート  ファ イル名を、 そのパートナーのインバウンド関係レコード内に設定

する必要があ り ます。

参照

◗ ドキュ メン トのエクスポートの詳細については、 『ユーザー ガイ ド』 の 「ド
キュ メン トのエクスポート方法」 を参照して ください。

◗ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録の詳細については、 『ユーザー ガイ
ド』 の 「新しい ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録方法」 を参照して
ください。

◗ インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク トの設定の詳細については、
『ユーザー ガイ ド』 の 「新しいインバウンド関係の作成方法」 を参照して く
ださい。
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マップをインポートする追加手順

はじめに 多数のパートナーとのアウ トバウンド処理では、 ODBC インポート  マップ ( た
とえば、 ODBC から  固定長へのマップ ) を作成するこ とをお勧めします。 この

よ うにする と、 このタスク用にシステム  インポート  マップを作成するよ り も作

業が容易になり ます。

参照
ドキュ メン トのインポートの詳細については、 『ユーザー ガイ ド』 の 「ドキュ メ
ン トのインポート方法」 を参照して ください。

プロセス 次の表に、 Gentran:Server で多数のパートナーで使用するための ODBC インポー

ト  マップを作成するプロセスの例をま とめます。

段階 説明

1 インポート  マップを作成します ( たとえば、 「ODBC インポート 」

とい う説明の ODBC.MAP)。

参照
詳細については、「ODBC マップの作成方法」 を参照して ください。

2 マップの入力側で、 パートナー情報を照合するための 3 フ ィール

ド切り替えキーを定義します ( システム インポート  マップを作成

する場合のよ うに )。

メモ
このインポート  マップは、 インポート  マップとシステム イン
ポート  マップ両方の機能を持つよ うにな り ます。

参照
詳細については、 『アプ リ ケーシ ョ ン  インテグレーシ ョ ン ユー
ザー ガイ ド』 の 「代用キーの定義方法」 を参照して ください。

3 空のファイルを作成します ( たとえば、 ODBC.IN)。

メモ
ダ ミー ファ イルの作成にはテキス ト  エディ タを使用できます。
ダ ミー ファ イルはインポート  プロセスを起動するために使用され
ます。

( 次のページへ続く )
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4 システム構成プログラムの [ インポート ] タブで、 コンパイル済

みのト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト をダ ミー ファ イルに関連付

けます。

メモ
これによ り、 ダ ミー ファ イルをシステムにインポートする と き、
システム インポート  マップの代わりにインポート  マップが使用
されるよ うにな り ます。 インポートの実行時に、 マップで指定さ
れているすべての ODBC ト ランスレーシ ョ ンが実行されます。

例
この図は、 上記の例の場合、 システム構成の [ インポート ] タブ
がどのよ うに表示されるかを示しています。

参照
詳細については、 『管理 ガイ ド』 の 「新しいインポート指定の定
義方法 」 を参照して ください。

 ( 続き )
段階 説明
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データベース フ ィールドの生成方法

はじめに [ フ ィールドの生成 ] 機能では、 ウ ィザードを使用して、 入力または出力レコー

ドのフ ィールドを素早く簡単に生成できます。 この機能は、 レコードが入力で
あるか出力であるかによって少し異なり ます。

メモ
この機能を使用する前に、 SQL クエ リーをテス トする必要があ り ます。

参照
クエ リーのテス トの詳細については、 「ODBC ファ イル形式の使用方法」 を参照
して ください。

入力レコード  
データベース 
フ ィールドの生成

入力レコード  データベース  フ ィールドを生成するには、 この手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 入力レコードを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  
[ フ ィールドの生成 ] を選択します。

システムからの応答
[ODBC フ ィールド生成ウ ィザード  : クエ リーの選択 ] ダイアログ 
ボッ クスが表示されます。

2 [ 照会 ] リ ス トから定義済みクエ リーを選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ

ク します。

メモ
結果セッ ト を生成したクエ リーのみが表示されます。

システムからの応答
[ODBC フ ィールド生成ウ ィザード  : 列の選択 ] ダイアログ ボッ ク
スが表示されます。

3 [ 列 ] リ ス トから希望の結果列を選択し、 [ 完了 ] をク リ ッ ク し

ます。

メモ
[ すべて選択 ] をク リ ッ ク し、すべての列を選択します。 [ ク リ ア ] 
をク リ ッ クする と、 すべての列が選択解除されます。

システムからの応答
指定した結果列がレコードに追加され、 すべての検証設定が自動
的に生成されます。
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出力レコード  
データベース 
フ ィールドの生成

出力レコード  データベース  フ ィールドを生成するには、 この手順に従います。

ステップ 操作

1 出力レコードを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから  
[ フ ィールドの生成 ] を選択します。

システムからの応答
[ODBC フ ィールド生成ウ ィザード  : テーブルの選択 ] ダイアログ 
ボッ クスが表示されます。

2 出力レコードがデータ  ソースに既に関連付けられているかど うか

によって、 次を実行します。

◗ 関連付けられている場合は、 ステップ 3 に進みます。

◗ 関連付けられていない場合は、 [ データ  ソース ] リ ス トから希
望のデータ  ソースを選択し、 ステップ 3 に進みます。

3 出力レコードがテーブルに既に関連付けられているかど うかに
よって、 次を実行します。

◗ 関連付けられている場合は、 ステップ 4 に進みます。

◗ 関連付けられていない場合は、 [ テーブル ] リ ス トから希望の
データベース  テーブルを選択し、 ステップ 4 に進みます。

4 テーブル操作を選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

メモ
有効な選択肢は次のとおりです。

◗ [ 挿入 ]
◗ [ 更新 ]
◗ [ 削除 ]

システムからの応答
[ODBC フ ィールド生成ウ ィザード  : 列の選択 ] ダイアログ ボッ ク
スが表示されます。

5 [ 列 ] リ ス トから希望の結果列を選択し、 [ 完了 ] をク リ ッ ク し

ます。

メモ
[ すべて選択 ] をク リ ッ ク し、すべての列を選択します。 [ ク リ ア ] 
をク リ ッ クする と、 すべての列が選択解除されます。

システムからの応答
指定した結果列がレコードに追加され、 すべての検証設定が自動
的に生成されます。
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テストから本番への移行方法 (ODBC DSN)

はじめに システムをテス トから本番へ移行する際に、 ODBC データ  ソース名 (DSN) がテ

ス ト用コン ト ローラ と本番用コン ト ローラで異なる場合は、 本番で使用してい
るマップの ODBC DSN を変更する必要があ り ます。

本番へ移行する際の 
ODBC DSN の変更

テス トから本番へ移行する際に ODBC データ  ソース名を変更するには、 この手

順に従います。

ステップ 操作

1 テス トから本番へ移行する各マップについて、 ODBC ファ イルの

アイコンを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューから [ プロパ

ティ ] を選択します。

システムからの応答
[ODBC ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます 
( 既定の表示は [ 名前 ] タブ )。

2 [ データ  ソース ] タブを選択して、 データ  ソースのオプシ ョ ンを

表示します。

3 [DSN] ボッ クス  ( ダイアログ ボッ クス右側の [ODBC 接続パラ メー

タ ] セクシ ョ ン ) に、 本番用データベースの ODBC データ  ソース

名を入力します。

システムからの応答
このマップの DSN が変更されます。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ODBC ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが閉じます。
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ODBC マップ オブジェク トの操作 0

概要 : マップ オブジェク トの作成方法

はじめに 作成できるマップ オブジェク トの種類は、 現在選択されている  ( マップ内で

フォーカスのある ) マップ オブジェク トによって異な り ます。 次の表に、 使用

可能なオプシ ョ ンをま とめます ( 「該当なし」 は、 指定のオブジェク トが選択さ

れた場合、 作成できるマップ オブジェク トがないこ とを示します )。

( 次のページへ続く )

現在選択されているオブジェク ト 作成できるマップ オブジェク ト

ODBC ファ イル形式 ◗ グループ

◗ ステート メン ト  レコード

◗ カーソル操作レコード  (入力のみ )
◗ 入力レコード  ( 入力のみ )
◗ 出力レコード

グループ ◗ グループ

◗ ステート メン ト  レコード

◗ カーソル操作レコード  (入力のみ )
◗ 入力レコード  ( 入力のみ )
◗ 出力レコード

ステート メン ト  レコード  
( クエ リー / コマンド )

該当なし

カーソル操作レコード 該当なし

入力レコード フ ィールド

出力レコード フ ィールド

フ ィールド 該当なし
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[ 配下に作成 ] 機能と  [ 挿入 ] 機能
必要なマップ オブジェク ト を作成するには、 Gentran:Server の 2 つの機能、 [ 配
下に作成 ] と  [ 挿入 ] を使用します。 次の表に、 これらの機能を使用する場合を
ま とめます。

作成するマップ オブジェク ト

マップ オブジェク ト を右クリ ックし、

シ ョート カッ ト  メニューから次のよう

に操作します。

選択したマップ オブジェク ト と

同じ  ( 等しい ) レベルでの

オブジェク ト

◗ [ 挿入 ] を選択します。

◗ 次に、 適切なオプシ ョ ンを選択し
ます。

選択したマップ オブジェク トに

対して従属のオブジェク ト  
( 子オブジェク ト )

◗ [ 配下に作成 ] を選択します。

◗ 次に、 適切なオプシ ョ ンを選択し
ます。
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ODBC ファイル形式の使用方法

はじめに ODBC ファ イル形式オブジェク トは、 ルート  エレ メン ト など、 Gentran:Server が
マッピングする  ODBC データ  ソースを表します。 このオブジェク トは 
Gentran:Server によ り自動的に作成され、 このオブジェク ト を使って、 ODBC 
データ  ソース、 接続パラ メータ、 および拡張ルールを定義できます。

メモ
ODBC ファ イル形式オブジェク トは、 スタンダード  ルールまたはリ ンクによっ
て参照するこ とはできません。

重要
ODBC Output Record を使用する  ODBC マップで、Microsoft データベース  (Access 
または MSSQL Server) に対して ト ランスレーシ ョ ンを実行しているマップについ
ては、 ODBC DSN 設定で [Use ANSI Quoted Identifiers] オプシ ョ ンをオン ( 有効 ) 
にする必要があ り ます。

[ODBC ファイル

プロパティ ] 
ダイアログ ボックス

この図は、 [ODBC ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 名前 ] タブ ) を
示しています。

( 次のページへ続く )
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[ODBC ファイル 
プロパティ ] の
各部と機能

次の表に、 [ODBC ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能

をま とめます。

各部 機能

[ 名前 ] タブ

名前 ODBC ファ イルを識別します。

説明 ODBC ファイルの説明です。 このボッ クスは、 ODBC ファ

イルを類似のファイルから区別するために使用します。

[ データ  ソース ] タブ

現在定義されてい
るデータ  ソース

現在定義済みのデータ  ソースが表示されます。

DSN ODBC で識別されるデータ  ソース名を指定します。

メモ
各 DSN は一意にする必要があ り ます。

UID 必要に応じて、 ユーザー ID を指定します。

メモ
接続を必要とする  DSN を使用する場合に入力してくだ
さい。

PWD 必要に応じて、 パスワードを指定します。

メモ
接続を必要とする  DSN を使用する場合に入力してくだ
さい。

データベース データベース名を指定します。

データ  ソースの

名前

データ  ソース名を何と呼ぶかを示します。

メモ
この名前は、 ODBC DSN と異なる場合に入力してくださ
い。 これは、 適用可能なすべての [ プロパティ ] ダイアロ
グ ボッ クスに伝播され、 マップによって使用される  DSN 
です。

データ  ソースに

接続し、テーブル 
スキーマのビルド
および SQL 
ステート メン トの
テス ト を行う

このデータ  ソースに接続し、 その情報を使用してデータ

ベース  テーブル スキーマをビルド し、 SQL クエ リーをテ

ス トするこ とを示します ( したがって、 結果セッ ト を生成

します )。
( 次のページへ続く )
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ト ランザクシ ョ ン
の使用

ト ランザクシ ョ ンでのデータ  ソースに対するすべての操

作を ト ランスレータが実行するこ とを示します。

メモ
ト ランスレーシ ョ ンの際にデータベース  エラーが発生し
た場合、 データベースは、 エラーのない以前の状態にロー
ルバッ ク されます。

ODBC データ  
ソース

データ  ソースを作成する、 または以前に作成したデータ  
ソースを選択するための [ データ  ソースの選択 ] ダイアロ

グ ボッ クスを表示します。

選択されている
データ  ソースを

ク リ アする

別のデータ  ソースを追加できるよ うに、 パラ メータ  ボッ

クスをク リ アします。

接続のテス ト 選択した ODBC データ  ソースの接続をテス ト します。

更新 /
追加

[ 接続のテス ト ] を指定した場合に、 選択したデータ  ソー

スのデータベース  スキーマがリ ビルド されます。 スキー

マがリ ビルド された後、 そのスキーマに依存するファ イル
形式でのすべてのオブジェク トが自動的にチェッ ク されま
す。 可能であれば、 新しいスキーマに一致するよ うに、 そ
れらのオブジェク トのデータ型と検証情報も更新されま
す。 その後、 整合性チェッ クが行われ、 不整合が修正され
ます。

メモ
データ  ソースを選択しなかった場合、 または、 リ ス ト内
にデータ  ソースがない場合は、 [ 更新 ] の代わりに [ 追加 ] 
が表示され、 以前に作成したデータ  ソースを  [ 現在定義
されているデータ  ソース ] リ ス トに追加できます。

参照
データベースの整合性チェッ クの詳細については、 「デー
タベースの整合性をチェッ クする方法」 を参照して くだ
さい。

削除 選択したデータ  ソースを リ ス トから削除し、 そのデータ  
ソースが参照するすべてのフ ィールド とレコードが無効に
なり ます ( ク リ アされます )。

メモ
選択したデータ  ソースを  ( コンピュータからではなく、
リ ス トから ) 削除するこ との確認が求められます。 削除す
る場合は [OK] をク リ ッ ク します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
各部 機能
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ODBC ファイル形式

プロパティの変更

ODBC ファ イルのプロパティを変更するには、 この手順に従います。

[ ループ拡張ルール ] タブ

開始時 マップ オブジェク ト を処理する前に拡張ルールが実行さ

れるよ うに指定します。

終了時 マップ オブジェク トの処理が完了した後で拡張ルールが

実行されるよ うに指定します。

最大表示 ダイアログ ボッ クスを最大化します。

コンパイル 拡張ルールをコンパイルします。 警告またはエラーは [ エ
ラー ] リ ス トに表示されます。

メモ
この機能では、 使用するルールの正確さについて直ちに
フ ィードバッ クが得られます。 ルールは、 ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク ト全体をコンパイルする と きにコンパ
イルされます。

拡張ルール 拡張ルールを定義します。

エラー [ コンパイル ] をク リ ッ ク して拡張ルールをコンパイルし

たと きに生成されたエラーを表示します。

 ( 続き )
各部 機能

ステップ 操作

1 ODBC ファ イルのアイコンを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メ
ニューから  [ プロパティ ] を選択します。

システムからの応答
[ODBC ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます 
( 既定の表示は [ 名前 ] タブ )。

2 ODBC データ  ソースを作成するかど うかによって、 次を実行し

ます。

◗ 作成する場合は、 [ データ  ソース ] タブを選択して、 データ  
ソースのオプシ ョ ンを表示します。

参照
詳細については、 「ODBC データ  ソースの作成」 を参照
して ください。

◗ 作成しない場合は、 ステップ 3 に進みます。

( 次のページへ続く )
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ODBC データ  
ソースの作成

ODBC データ  ソースを作成するには、 この手順に従います。

3 ODBC ファ イルに拡張ルールを指定するかど うかによって、 次を

実行します。

◗ 指定する場合は、 [ ループ拡張ルール ] タブを選択し、 ルール
を定義して、 ステップ 4 に進みます。

参照
拡張ルールの詳細については、 『アプ リ ケーシ ョ ン  イン
テグレーシ ョ ン ユーザー ガイ ド』 を参照して ください。

◗ 指定しない場合は、 ステップ 4 に進みます。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
変更が保存され、 [ODBC ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ ク
スが閉じます。

 ( 続き )
ステップ 操作

ステップ 操作

1 ODBC ファ イルのアイコンを右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メ
ニューから  [ プロパティ ] を選択します。

システムからの応答
[ODBC ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます 
( 既定の表示は [ 名前 ] タブ )。

2 [ データ  ソース ] タブを選択して、 データ  ソースのオプシ ョ ンを

表示します。

3 [ODBC データ  ソース ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ データ  ソースの選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 コンピュータ  データ  ソースを作成するかど うかによって、 次を実

行します。

◗ 作成する場合は、 [ コンピュータ  データ  ソース ] タブを選択
し、 次のステップに進ます。

◗ 作成しない場合は、 ステップ 7 に進みます。

メモ
Gentran:Server は File Data Sources をサポート していません。

( 次のページへ続く )
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5 [ コンピュータ  データ  ソース ] タブで、 使用するコンピュータ  
データ  ソースを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ データ  ソースの選択 ] ダイアログ ボッ クスが閉じ、 [ ログイン ] 
ダイアログ ボッ クスが表示されます。

6 ログイン情報を確認して、 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ODBC ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが再び表示され
ます。

7 [ODBC ファ イルプロパティ ] の [ データ  ソース ] タブで、 次の項

目を入力し、 ステップ 8 に進みます。

◗ [DSN] ( 必須 )
◗ [ データベース ] ( オプシ ョ ン )
◗ [ パスワード ] ( オプシ ョ ン )
◗ [User defined name for this Data Source] ( オプシ ョ ン )
◗ [ 追加 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
データ  ソースがリ ス トに追加され、 そのデータ  ソースのスキーマ
をビルド中である という メ ッセージが表示されます。

8 データ  ソースへの接続をテス トするかど うかによって、 次を実行

します。

◗ テス トする場合は、[ 接続のテス ト ] をク リ ッ ク し、ステップ 9 
に進みます。

メ モ
[ 接続のテス ト ] をク リ ッ ク した場合、 UPDATE を実行、
またはデータベースの整合性をチェッ クするたびに、 ス
キーマのリ ビルドが試みられ、 そのデータ  ソースに対し
て実行するすべてのクエリーがテス ト されます。

システムからの応答
選択したデータ  ソースの接続がテス ト され、 テス トの
結果を示すダイアログ ボッ クスが表示されます。 [OK] 
をク リ ッ ク して、 ダイアログ ボッ クスを閉じます。

◗ テス ト しない場合は、 ステップ 9 に進みます。

9 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ODBC ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが閉じます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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グループの使用方法

はじめに グループには、 グループ データが終了するか、 ループの繰り返しに許可される

最大回数が終了するまで逐次繰り返される関連しているグループ、 SQL ステー

ト メン ト 、 カーソル操作、 および入出力レコードが含まれます。

メモ
グループ オブジェク トは、 スタンダード  ルールまたはリ ンクによって参照する
こ とはできません。

[ グループ プロパ

ティ ] ダイアログ 
ボックス

この図は、 [ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 名前 ] タブ ) を示して

います。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 [ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま と

めます。

( 次のページへ続く )

各部 機能

[ 名前 ] タブ

名前 グループ名を識別します。

メモ
グループ名にはスペース、 またはダッシュ  (-) を使用でき
ません。 語の区切りには、 アンダースコア (_) を使用し
ます。

説明 ほかの類似グループから区別するためのグループの説明
です。

[ ループ処理 ] タブ

最小使用回数 ループの繰り返しに必要な最小回数を指定します。 条件付
きループの場合、 [ 最小使用回数 ] には常に "0" 
( ゼロ ) を指定します。

最大使用回数 ループの繰り返しに許可される最大回数を指定します。

レコードを
親フレームに
プロモート

グループのコンパイル時に、 従属のレコード とグループが
ループから抽出され、 親グループに配置されるこ とを示し
ます。 この機能は、 1 回反復のサブグループに対してのみ

有効です。

[ ループ拡張ルール ] タブ

開始時 マップ オブジェク ト を処理する前に拡張ルールが実行さ

れるよ うに指定します。

終了時 マップ オブジェク トの処理が完了した後で拡張ルールが

実行されるよ うに指定します。

最大表示 ダイアログ ボッ クスを最大化します。

コンパイル 拡張ルールをコンパイルします。 警告またはエラーは [ エ
ラー ] リ ス トに表示されます。

拡張ルール 拡張ルールを定義します。

エラー [ コンパイル ] をク リ ッ ク して拡張ルールをコンパイルし

たと きに生成されたエラーを表示します。
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グループの作成 グループを作成するには、 この手順に従います。

ステップ 操作

1 マップ オブジェク ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューか

ら  [ 配下に作成 ] または [ 挿入 ] を選択します。

参照
[ 配下に作成 ] 機能と  [ 挿入 ] 機能の詳細については、 「概要 : マッ
プ オブジェク トの作成方法」 を参照して ください。

2 シ ョート カッ ト  メニューから  [ グループ ] を選択します。

システムからの応答
[ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 [ 名前 ] タブで、 次の項目を指定します。

◗ 一意のグループ名

◗ 説明 ( 該当する場合 )

4 [ ループ処理 ] タブを選択して、ループのオプシ ョ ンを表示します。

5 [ 最小使用回数 ] ボッ クスに、 ループの繰り返しに必要な最小回数

を入力します。

メモ
条件付きループの場合、 [ 最小使用回数 ] には常に "0" ( ゼロ ) を指
定します。 必須ループの場合、 [ 最小使用回数 ] には "1" 以上を指
定します。

6 [ 最大使用回数 ] ボッ クスに、 ループの繰り返しに許可される最大

回数を入力します。

7 1 回反復のグループかど うかによって、 次を実行します。

◗ 1 回反復のグループの場合は、 [ レコードを親フレームにプロ
モート ] を選択する と、 グループのコンパイル時に、 従属の
レコード とグループがループから抽出され、 親グループに配
置されるよ うにな り ます。

◗ 1 回反復のグループではない場合は、次のステップに進みます。

8 このグループに拡張ルールを指定するかど うかによって、 次を実
行します。

◗ 指定する場合は、 [ ループ拡張ルール ] タブを選択します。

参照
拡張ルールの詳細については、 『アプ リ ケーシ ョ ン  イン
テグレーシ ョ ン ユーザー ガイ ド』 を参照して ください。

◗ 指定しない場合は、 次のステップに進みます。

( 次のページへ続く )
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9 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
エレ メン トが保存され、 [ グループ プロパティ ] ダイアログ ボッ
クスが閉じます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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ステート メン ト  レコードの使用方法

はじめに ステート メン ト  レコードは SQL クエ リー ( データが返され、 そのデータを後に

マップで使用できる ) またはコマンドを表します。 各ステート メン ト  レコード

は 1 つのデータ  ソースに関連付けられます。 そのデータ  ソースのスキーマが既

に存在する場合、 参照用にすべてのテーブルが表示されます。

ステート メン ト  レコードを使用するには、 まず、 データ  ソースを選択します。

選択したデータ  ソース用にスキーマが生成済みである場合は、 すべてのテーブ

ルと表示のリ ス トが表示されます。

次に、 SQL ステート メン ト を入力し、 その妥当性をテス ト した後、 クエ リーま

たはス ト アド  プロシージャから返された列の結果セッ ト を生成します。 この結

果セッ トは、 入力レコードの ODBC フ ィールド  ジェネレータで使用されます。

その後、 データ  ソースを接続してテス トするこ とができます。

SQL ステート メン トではなく ス ト アド  プロシージャの名前を指定する場合は、

[ ス ト アド  プロシージャ ] オプシ ョ ンを選択する必要があ り ます。

メモ
ステート メン ト  レコードは、 スタンダード  ルール、 拡張ルール、 またはリ ンク
によって参照するこ とはできません。

[ODBC ステート

メン ト  レコード  
プロパティ ] 
ダイアログ ボックス

この図は、 [ODBC ステート メン ト  レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  
([ 名前 ] タブ ) を示しています。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 [ODBC ステート メン ト  レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの

各部とその機能をま とめます。

( 次のページへ続く )

各部 機能

[ 名前 ] タブ

名前 ステート メ ン ト  レコードの名前を定義します。

説明 ステート メ ン ト  レコードの説明です。

[Sql] タブ

データ  ソース マップのこの側に関連付けられているデータ  ソースのリ
ス トです。

SQL Statement SQL を入力できます。

メモ
このボッ クスには、 C 書式のコ メン ト も入力できます。

例
/*This is a comment*/

最大表示 [SQL Statement] リ ス ト を最大化します。

結果セッ ト を返す 指定した SQL に対する結果セッ ト を生成し、 返すこ とを
示します。

SQL ステート メ

ン トはス ト アド  
プロシージャ

[SQL Statement] リ ス ト内のエン ト リがクエ リーやコマンド
ではなく、 ス ト アド  プロシージャであるこ とを示します。

SQL のテス ト [SQL Statement] リ ス ト内のステート メン ト をテス ト し

ます。

テーブル 選択したデータ  ソースに関連付けられたデータベース  
テーブルと表示のリ ス トです。

列情報 選択したデータベース  テーブルからの列情報です。

メモ
表示されるデータ型は、 実際のデータ型ではなく、 その列
の Gentran:Server データ型です。
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ステート メン ト  
レコードの作成

ステート メン ト  レコードを作成するには、 この手順に従います。

ステップ 操作

1 マップ オブジェク ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューか

ら  [ 配下に作成 ] または [ 挿入 ] を選択します。

参照
[ 配下に作成 ] 機能と  [ 挿入 ] 機能の詳細については、 「概要 : マッ
プ オブジェク トの作成方法」 を参照して ください。

2 シ ョート カッ ト  メニューから  [ クエ リー ] > [ コマンド ] を選択し

ます。

システムからの応答
[ODBC ステート メン ト  レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ ク
スが表示されます。

3 [ 名前 ] タブで、 次の項目を指定します。

◗ 一意のステート メ ン ト  レコード名

◗ 説明 ( 該当する場合 )

4 [Sql] タブを選択して、ステート メン トのオプシ ョ ンを表示します。

5 [ データ  ソース ] リ ス トから、 このステート メン トに使用する

データ  ソースを選択します。

6 [SQL Statement] リ ス ト で、 SQL ステート メン ト またはス ト アド  プ
ロシージャを入力します。

7 ステート メ ン ト をテス トする と きに、 結果セッ トが返されるよ う
にするかど うかによって、 次を実行します。

◗ 返されるよ うにする場合は、 [ 結果セッ ト を返す ] オプシ ョ ン
を選択し、 ステップ 9 に進みます。

◗ 返されるよ うにしない場合は、 ステップ 10 に進みます。

8 ステート メ ン トがス ト アド  プロシージャかど うかによって、 次を

実行します。

◗ ス ト アド  プロシージャの場合は、 [SQL ステート メン トはス ト
アド  プロシージャ ] オプシ ョ ンを選択し、 次へのステップに
進みます。

◗ ス ト アド  プロシージャではない場合は、 次のステップに進み
ます。

( 次のページへ続く )
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9 [SQL のテス ト ] をク リ ッ ク します。

メモ
この機能は、 [ODBC ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  
([ データ  ソース ] タブ ) で [ 接続のテス ト ] を選択した場合にのみ
有効です。

参照
詳細については、 「ODBC ファ イル形式の使用方法」 を参照して く
ださい。

システムからの応答
ステート メ ン トがテス ト され、 ( 結果セッ ト を返すよ うに指定した
場合は ) 結果セッ トが返されます。

10 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
ステート メ ン ト  レコードが保存され、 [ODBC ステート メン ト  レ
コード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが閉じます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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カーソル操作レコードの使用方法

はじめに カーソル操作レコードには、 結果セッ ト内の新しいレコードに移動する際の ト
ランスレータへの指示が含まれます。 各カーソル操作レコードは 1 つの ODBC 
ステート メン ト  レコードに関連付けられます。

メモ
カーソル操作レコードはマップの入力側でのみ許可されます。

マップを処理する際に ト ランスレータがカーソル操作レコードに遭遇する と、
カーソル操作が行われます。

メモ
カーソル操作レコードは、 スタンダード  ルール、 拡張ルール、 またはリ ンクに
よって参照するこ とはできません。

[ODBC カーソル

操作レコード  
プロパティ ] 
ダイアログ ボックス

この図は、 [ODBC カーソル操作レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 名
前 ] タブ ) を示しています。

( 次のページへ続く )
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各部と機能 次の表に、 [ODBC カーソル操作レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの各

部とその機能をま とめます。

( 次のページへ続く )

各部 機能

[ 名前 ] タブ

名前 カーソル操作レコードの名前を定義します。

説明 カーソル操作レコードの説明です。

[ カーソル操作 ] タブ

照会レコード関連 カーソル操作を関連付ける  " クエ リー " 型のステート メン
ト  レコードです。

メモ
ステート メ ン ト  レコードは結果セッ ト を返す必要があ り
ます。

カーソル操作 ト ランスレータが結果セッ トに対して行う操作です。 有効
な選択肢は次のとおりです。

◗ [No Op] — 何も操作を実行しません。 実際にオブジェ
ク ト を削除せずに、 カーソル操作の削除の効果をテス
トできます。

◗ [Move First] — 選択した Associated Query によって返さ
れた結果セッ トの最初の行にカーソルを移動します。

◗ [Move Next] — 選択した Associated Query によって返さ
れた結果セッ トの次の行にカーソルを移動します。

◗ [Move Last] — 選択した Associated Query によって返さ
れた結果セッ トの最後の行にカーソルを移動します。

◗ [Move Previous] — 選択した Associated Query によっ
て返された結果セッ トの前の行にカーソルを移動し
ます。

◗ [ 閉じる ] — 選択した Associated Query 用に開いている
カーソルを閉じます。
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カーソル操作
レコードの作成

カーソル操作レコードを作成するには、 この手順に従います。

ステップ 操作

1 マップ オブジェク ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューか

ら  [ 配下に作成 ] または [ 挿入 ] を選択します。

参照
[ 配下に作成 ] 機能と  [ 挿入 ] 機能の詳細については、 「概要 : マッ
プ オブジェク トの作成方法」 を参照して ください。

2 シ ョート カッ ト  メニューから  [ カーソル操作 ] を選択します。

システムからの応答
[ODBC カーソル操作レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが
表示されます。

3 [ 名前 ] タブで、 次の項目を指定します。

◗ 一意のカーソル操作レコード名

◗ 説明 ( 該当する場合 )

4 [ カーソル操作 ] タブを選択して、操作のオプシ ョ ンを表示します。

5 [ 照会レコード関連 ] リ ス トから、 結果セッ ト を取得するために使

用され、 その後レコードに移動するクエ リーを選択します。

6 [ カーソル操作 ] リ ス トから、 カーソル操作を選択します。

7 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
カーソル操作レコードが保存され、 [ODBC カーソル操作レコード  
プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが閉じます。
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入力レコードの使用方法

はじめに 入力レコードには、 出力形式にマップするための適切なフ ィールドの論理グ
ループが含まれます。

例
マップの入力側が ODBC で、 出力ファイル形式が固定長であ り、 2 つの異なるク
エ リーからの情報を使用してレコードを生成する必要がある と します。 この場
合、 両クエ リーの適切な列からのデータを取得するフ ィールドが含まれる  
ODBC 入力レコードを作成できます。 次に、 それらのフ ィールドを対応する固
定長フ ィールドに直接リ ンク します。

メモ
入力レコードは、 スタンダード  ルールまたはリ ンクによって参照するこ とはで
きません。

キー フ ィールド

機能

入力レコードは、 スタンダードの Gentran:Server キー フ ィールド定数およびコー
ド  リ ス ト機能をサポート します。 さ らに、 マップで先に出現するフ ィールドに
一致するかチェッ クするこ と もできます。 先にマップされたフ ィールドに一致
するかチェッ クする場合は、 最大 3 つのキー フ ィールドを使用できます。

この追加のキー フ ィールド機能は、 マスタ と詳細レコードの結合から等価の階
層へとマップしている場合に特に有用です。 これによ り、 詳細レベル内のキー
がマスタ  レベル内のキーと一致しな くなる と きを ト ランスレータが検出できる
からです。

次のカーソル操作の
自動取得

入力レコードのフ ィールドがすべて同じクエ リーに属する場合は、 入力レコー
ドを繰り返す際に次のカーソル操作の自動取得が自動的に行われるよ うに指定
できます。

メモ
[ODBC 入力レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ ループ処理 ] タブで、
[ ステート メン ト  レコードから次の行を自動的に取得する ] オプシ ョ ンを指定し
ます。

( 次のページへ続く )
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[ODBC 入力レコー

ド  プロパテ ィ ] 
ダイアログ ボックス

この図は、 [ODBC 入力レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 名前 ] タブ ) 
を示しています。

各部と機能 次の表に、 [ODBC 入力レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの各部とその

機能をま とめます。

各部 機能

[ 名前 ] タブ

名前 入力レコードの名前を定義します。

メモ
この名前にはスペース、 またはダッシュ  (-) を使用でき
ません。 語の区切りには、 アンダースコア (_) を使用し
ます。

説明 ほかの類似レコードから区別するための入力レコード
の説明です。

( 次のページへ続く )
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[ キー フ ィールド ] タブ

なし
定数を使用
コード  リ スト を使用

フ ィールドを使用

このレコードを一致させるために使用する情報の種類
を示します。

メモ
[ 定数を使用 ] または [ コード  リ ス ト を使用 ] を選択す
る と、 ダイアログ ボッ クスの中央部がアクティブにな
り ます。 [ フ ィールドを使用 ] を選択する と、 ダイアロ
グ ボッ クスの下部がアクティブになり ます。

キーが一致しない
場合、 レコードを
一致させる

指定された値が [ キー フ ィールド ] にない場合に、 レ

コードを一致させるこ とを示します ( 選択した場合 )。

メモ
これによ り、 あいまいなレコード定義の認識度が高ま
り ます。

キー フ ィールド 指定した定数、 コード  リ ス ト 、 またはフ ィールド値に

一致するかど うかを確認するフ ィールドです。

定数
編集

定義済み定数のリ ス トです。 選択した定数がキー 
フ ィールドに一致するかチェッ ク されます。

定数を追加または変更するには、 [ 編集 ] をク リ ッ ク

して [ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの定数 ] ダイア

ログを表示します。

コード  リ ス ト

編集

定義済みコード  リ ス トの リ ス トです。 選択したコード  
リ ス トがキー フ ィールドに一致するかチェッ ク され

ます。

コード  リ ス ト を追加または変更するには、 [ 編集 ] をク

リ ッ ク して [ コード  リ ス ト ] ダイアログを表示し

ます。

キー フ ィールド  1 第 1 キー フ ィールドを指定します。

メモ
このレコードからのすべてのアクティブなフ ィールド
が含まれます。

Use Key Field 1 この値が使用されるよ うに指定します。

メモ
先行レコードからのすべてのアクティブなフ ィールド
が含まれます ( このレコード以外 )。

( 次のページへ続く )
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キー フ ィールド  2 必要に応じて、 第 2 キー フ ィールドを指定します。

メモ
このレコードからのすべてのアクティブなフ ィールド
が含まれます。

Use Key Field 2 この値が使用されるよ うに指定します。

メモ
先行レコードからのすべてのアクティブなフ ィールド
が含まれます ( このレコード以外 )。

キー フ ィールド  3 必要に応じて、 第 3 キー フ ィールドを指定します。

メモ
このレコードからのすべてのアクティブなフ ィールド
が含まれます。

Use Key Field 3 この値が使用されるよ うに指定します。

メモ
先行レコードからのすべてのアクティブなフ ィールド
が含まれます ( このレコード以外 )。

[ ループ処理 ] タブ

最小使用回数 ループの繰り返しに必要な最小回数を指定します。

メモ
[ 最小使用回数 ] ボッ クスの値が "0" ( ゼロ ) の場合、 レ
コードは " 条件付き " です。 [ 最小使用回数 ] ボッ クス
の値が "1" 以上の場合、 レコードは " 必須 " です。

最大使用回数 ループの繰り返しに許可される最大回数を指定します。

正常
ループ開始
ループ終了

ループの種類を示します。 有効な値は次のとおりです。

◗ [ 正常 ] ( このレコードはループ内にあるが、 先頭ま
たは末尾のレコードではない )

◗ [ループ開始 ] ( このレコードはループの先頭を示す )
◗ [ループ終了 ] ( このレコードはループの末尾を示す )

ステート メン ト  レ
コードから次の行を
自動的に取得する

入力レコードのループ中に、 移動操作が実行されるこ
とを示します。

[ ループ拡張ルール ] タブ ( レコードを繰り返す場合のみ )

開始時 レコードを処理する前に拡張ルールが実行されるよ う
に指定します。

( 次のページへ続く )
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入力レコードの作成 入力レコードを作成するには、 この手順に従います。

終了時 レコードの処理が完了した後で拡張ルールが実行され
るよ うに指定します。

最大表示 ダイアログ ボッ クスを最大化します。

コンパイル 拡張ルールをコンパイルします。 警告またはエラーは 
[ エラー ] リ ス トに表示されます。

メモ
この機能では、 使用するルールの正確さについて直ち
にフ ィードバッ クが得られます。 ルールは、 ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク ト全体をコンパイルする と きに
コンパイルされます。

拡張ルール 拡張ルールを定義します。

エラー [ コンパイル ] をク リ ッ ク して拡張ルールをコンパイル

したと きに生成されたエラーを表示します。

 ( 続き )
各部 機能

ステップ 操作

1 マップ オブジェク ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューか

ら  [ 配下に作成 ] または [ 挿入 ] を選択します。

参照
[ 配下に作成 ] 機能と  [ 挿入 ] 機能の詳細については、 「概要 : マッ
プ オブジェク トの作成方法」 を参照して ください。

2 シ ョート カッ ト  メニューから  [ 入力レコード ] を選択します。

システムからの応答
[ODBC 入力レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

3 [ 名前 ] タブで、 次の項目を指定します。

◗ 一意の入力レコード名

◗ 説明 ( 該当する場合 )

4 [ キー フ ィールド ] タブを選択して、 キー フ ィールドのオプシ ョ

ンを表示します。

5 キー フ ィールドを定義する適切なオプシ ョ ンを選択し、 次のス

テップに進みます。

( 次のページへ続く )
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6 [ ループ処理 ] タブを選択して、 回数のオプシ ョ ンを表示します。

7 [ 最大使用回数 ] ボッ クスに、 レコードの繰り返し  ( ループ ) に許

可される最大回数を入力します。

8 ステート メ ン ト  レコード順序 / 結合から次の行を自動的に取得す

るよ うに指定するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 指定する場合は、 そのオプシ ョ ンを選択し、 次のステップに
進みます。

◗ 指定しない場合は、 次のステップに進みます。

9 レコードを繰り返す ( ループする ) よ うに指定したかど うかに

よって、 次を実行します。

◗ 指定した場合は、 次のステップに進みます。

◗ 指定しなかった場合は、 ステップ 11 に進みます。

10 この入力レコードに拡張ルールを指定するかど うかによって、 次
を実行します。

◗ 指定する  場合は、 [ ループ拡張ルール ] タブを選択し、 ルール
を定義して、 次のステップに進みます。

参照
拡張ルールの詳細については、 『アプ リ ケーシ ョ ン  イン
テグレーシ ョ ン ユーザー ガイ ド』 を参照して ください。

◗ 指定しない場合は、 次のステップに進みます。

11 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
入力レコードが保存され、 [ODBC 入力レコード  プロパティ ] ダイ
アログ ボッ クスが閉じます。
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出力レコードの使用方法

はじめに 出力レコードは UPDATE、 INSERT、 または DELETE の SQL ステート メン ト を

表し、 出力レコードにはデータベース出力フ ィールドが含まれます。 ユーザー
は、 変更するテーブルの名前と、 INSERT、 UPDATE、 DELETE のいずれである

かを指定します。

出力レコードに含まれるフ ィールドは、 更新または挿入される列と、 影響を受
ける行へのキーを表します。 出力レコードはマップの入力側と出力側の両方で
作成可能です。

メモ
出力レコードは、 スタンダード  ルールまたはリ ンクによって参照するこ とはで
きません。

重要
ODBC Output Record を使用する  ODBC マップで、Microsoft データベース  (Access 
または MSSQL Server) に対して ト ランスレーシ ョ ンを実行しているマップについ
ては、 ODBC DSN 設定で [Use ANSI Quoted Identifiers] オプシ ョ ンをオン ( 有効 ) 
にする必要があ り ます。

キー フ ィールド

機能

出力レコードは、 スタンダードの Gentran:Server キー フ ィールド定数およびコー
ド  リ ス ト機能をサポート します。 さ らに、 マップで先に出現するフ ィールドに
一致するかチェッ クするこ と もできます。 先にマップされたフ ィールドに一致
するかチェッ クする場合は、 最大 3 つのキー フ ィールドを使用できます。

この追加のキー フ ィールド機能は、 マスタ と詳細レコードの結合から等価の階
層へとマップしている場合に特に有用です。 これによ り、 詳細レベル内のキー
がマスタ  レベル内のキーと一致しな くなる と きを ト ランスレータが検出できる
からです。

次のカーソル操作の
自動取得

出力レコードのフ ィールドがすべて同じクエ リーに属する場合は、 出力レコー
ドを繰り返す際に次のカーソル操作の自動取得が自動的に行われるよ うに指定
できます。

メモ
[ODBC 出力レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ ループ処理 ] タブで、
[ ステート メン ト  レコードから次の行を自動的に取得する ] オプシ ョ ンを指定し
ます。
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[ODBC 出力レコー

ド  プロパティ ] 
ダイアログ ボックス

この図は、 [ODBC 出力レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クス  ([ 名前 ] タブ ) 
を示しています。

各部と機能 次の表に、 [ODBC 出力レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの各部とその

機能をま とめます。

各部 機能

[ 名前 ] タブ

名前 出力レコードの名前を定義します。

メモ
この名前にはスペース、 またはダッシュ  (-) を使用でき
ません。 語の区切りには、 アンダースコア (_) を使用し
ます。

説明 ほかの類似レコードから区別するための出力レコード
の説明です。

( 次のページへ続く )
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[SQL 操作 ] タブ

データ  ソース 関連付けられたデータ  ソースの説明です。

テーブル 選択したデータ  ソースのデータベース  テーブルのリ ス

トです。

挿入
更新
削除

テーブルに対して実行する操作を示します。

失敗時、 選択された
操作を自動的に切り
替え、 Update と し

て Insert または 
Insert と して Updates
を再試行する。

操作に失敗した場合、 ほかの操作 ( 更新から挿入、 また

は挿入から更新 ) に自動的に切り替え、 操作を再試行す

るこ とを示します ( 選択した場合 )。

メモ
[ 削除 ] オプシ ョ ンを選択した場合、 このチェッ クボッ
クスは削除操作に適用されないため、 非アクティブに
なり ます。

警告
以前のバージ ョ ンの Gentran:Server からアップグレード
し、 再試行機能を使用している場合は、 ODBC マップ
を更新するために、 マップ内のすべての出力レコード
についてこのチェッ クボッ クスをオンにする必要があ
り ます。

[ キー フ ィールド ] タブ

なし
定数を使用
コード  リ スト を使用

フ ィールドを使用

このレコードの一致をチェッ クするために使用される
情報の種類を指定します。

メモ
[ 定数を使用 ] または [ コード  リ ス ト を使用 ] を選択す
る と、 ダイアログ ボッ クスの中央部がアクティブにな
り ます。 [ フ ィールドを使用 ] を選択する と、 ダイアロ
グ ボッ クスの下部がアクティブになり ます。

キーが一致しない
場合、 レコードを
一致させる

指定された値が [ キー フ ィールド ] にない場合に、 レ

コードを一致させるこ とを示します ( 選択した場合 )。

メモ
これによ り、 あいまいなレコード定義の認識度が高ま
り ます。

キー フ ィールド 指定した定数、 コード  リ ス ト 、 またはフ ィールド値に

一致するかど うかを確認するフ ィールドです。

( 次のページへ続く )
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定数
編集

定義済み定数のリ ス トです。 選択した定数がキー 
フ ィールドに一致するかチェッ ク されます。

定数を追加または変更するには、 [ 編集 ] をク リ ッ ク

して [ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの定数 ] ダイア

ログを表示します。

コード  リ ス ト

編集

定義済みコード  リ ス トの リ ス トです。 選択したコード  
リ ス トがキー フ ィールドに一致するかチェッ ク され

ます。

コード  リ ス ト を追加または変更するには、 [ 編集 ] をク

リ ッ ク して [ コード  リ ス ト ] ダイアログを表示します。

キー フ ィールド  1 第 1 キー フ ィールドを指定します。

メモ
このレコードからのすべてのアクティブなフ ィールド
が含まれます。

Use Key Field 1 この値が使用されるよ うに指定します。

メモ
先行レコードからのすべてのアクティブなフ ィールド
が含まれます ( このレコード以外 )。

キー フ ィールド  2 必要に応じて、 第 2 キー フ ィールドを指定します。

メモ
このレコードからのすべてのアクティブなフ ィールド
が含まれます。

Use Key Field 2 この値が使用されるよ うに指定します。

メモ
先行レコードからのすべてのアクティブなフ ィールド
が含まれます ( このレコード以外 )。

キー フ ィールド  3 必要に応じて、 第 3 キー フ ィールドを指定します。

メモ
このレコードからのすべてのアクティブなフ ィールド
が含まれます。

Use Key Field 3 この値が使用されるよ うに指定します。

メモ
先行レコードからのすべてのアクティブなフ ィールド
が含まれます ( このレコード以外 )。

( 次のページへ続く )
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( 次のページへ続く )

[ ループ処理 ] タブ

最小使用回数 ループの繰り返しに必要な最小回数を指定します。

メモ
[ 最小使用回数 ] ボッ クスの値が "0" ( ゼロ ) の場合、 レ
コードは " 条件付き " です。 [ 最小使用回数 ] ボッ クス
の値が "1" 以上の場合、 レコードは " 必須 " です。

最大使用回数 ループの繰り返しに許可される最大回数を指定します。

正常
ループ開始
ループ終了

ループの種類を示します。 有効な値は次のとおりです。

◗ [ 正常 ] ( このレコードはループ内にあるが、 先頭ま
たは末尾のレコードではない )

◗ [ループ開始 ] ( このレコードはループの先頭を示す )
◗ [ループ終了 ] ( このレコードはループの末尾を示す )

ステート メン ト  レ
コードから次の行を
自動的に取得する

出力レコードのループ中に、 移動操作が実行されるこ
とを示します。

[ ループ拡張ルール ] タブ ( レコードを繰り返す場合のみ )

開始時 レコードを処理する前に拡張ルールが実行されるよ う
に指定します。

終了時 レコードの処理が完了した後で拡張ルールが実行され
るよ うに指定します。

最大表示 ダイアログ ボッ クスを最大化します。

コンパイル 拡張ルールをコンパイルします。 警告またはエラーは 
[ エラー ] リ ス トに表示されます。

メモ
この機能では、 使用するルールの正確さについて直ち
にフ ィードバッ クが得られます。 ルールは、 ト ランス
レーシ ョ ン オブジェク ト全体をコンパイルする と きに
コンパイルされます。

拡張ルール 拡張ルールを定義します。

エラー [ コンパイル ] をク リ ッ ク して拡張ルールをコンパイル

したと きに生成されたエラーを表示します。

 ( 続き )
各部 機能
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



出力レコードの使用方法 Gentran:Server と  ODBC の使用2 - 44
出力レコードの作成 出力レコードを作成するには、 この手順に従います。

ステップ 操作

1 マップ オブジェク ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューか

ら  [ 配下に作成 ] または [ 挿入 ] を選択します。

参照
[ 配下に作成 ] 機能と  [ 挿入 ] 機能の詳細については、 「概要 : マッ
プ オブジェク トの作成方法」 を参照して ください。

2 シ ョート カッ ト  メニューから  [ 出力レコード ] を選択します。

システムからの応答
[ODBC 出力レコード  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

3 [ 名前 ] タブで、 次の項目を指定します。

◗ 一意の出力レコード名

◗ 説明 ( 該当する場合 )

4 [SQL 操作 ] タブを選択して、 出力のオプシ ョ ンを表示します。

5 [ データ  ソース ] リ ス トから、 適切なデータ  ソースを選択し、 次

のステップに進みます。

6 [ テーブル ] リ ス トから、 変更するデータ  ソースを選択し、 次の

ステップに進みます。

7 適切なテーブル操作を選択し、 次のステップに進みます。

8 指定した操作を ( 挿入から更新に、 または更新から挿入に ) 自動

的に切り替えて、 操作を再試行するよ うに指定するかど うかに
よって、 次を実行します。

◗ 指定する場合は、 チェ ッ クボッ クスをオンにし、 次のステッ
プに進みます。

◗ 指定しない場合は、 次のステップに進みます。

9 [ キー フ ィールド ] タブを選択して、 キー フ ィールドのオプシ ョ

ンを表示します。

10 キー フ ィールドを定義する適切なオプシ ョ ンを選択し、 次のス

テップに進みます。

11 [ ループ処理 ] タブを選択して、 回数のオプシ ョ ンを表示します。

12 [ 最大使用回数 ] ボッ クスに、 レコードの繰り返し  ( ループ ) に許

可される最大回数を入力します。

( 次のページへ続く )
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13 レコードを繰り返す ( ループする ) よ うに指定するかど うかに

よって、 次を実行します。

◗ 指定する場合は、 次のステップに進みます。

◗ 指定しない場合は、 ステップ 15 に進みます。

14 この出力レコードに拡張ルールを指定するかど うかによって、 次
を実行します。

◗ 指定する場合は、 [ ループ拡張ルール ] タブを選択し、 ルール
を定義して、 次のステップに進みます。

参照
拡張ルールの詳細については、 『アプ リ ケーシ ョ ン  イン
テグレーシ ョ ン ユーザー ガイ ド』 を参照して ください。

◗ 指定しない場合は、 次のステップに進みます。

15 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
出力レコードが保存され、 [ODBC 出力レコード  プロパティ ] ダイ
アログ ボッ クスが閉じます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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フ ィールドの使用方法

はじめに フ ィールドは、 入力レコード と出力レコードのどちらに含まれているかによっ
て動作が異なり ます。

メモ
フ ィールドはクエ リーに関連付ける必要はあ り ません。

スキーマまたは結果セッ ト情報を以前に生成した場合は、 フ ィールドの種類が
自動的に選択されます。 スキーマまたは結果セッ ト情報を生成しなかった場合
は、 フ ィールドの種類を手動で指定する必要があ り ます。

メモ
実行する操作が指定されているフ ィールドの場合 ( リ ンク、 スタンダード  ルー
ル、 または、 拡張ルール格納フ ィールド と して )、 そのフ ィールド  アイコンの上
に赤のチェッ クマークが表示されます。

入力レコードの
フ ィールド

フ ィールドが入力レコード内にある場合、 フ ィールドは、 クエ リーの結果セッ
トの現在行にある列からデータを受け取り ます。 ユーザーが、 クエ リーから返
される列にフ ィールドを関連付けます。

メモ
選択したクエ リーをテス ト しない場合、 列名は使用できません。 代わりに、 列
番号を選択して ください。

出力レコードの
フ ィールド  
( マップの出力側 )

フ ィールドがマップ出力側の出力レコード内にある場合、 フ ィールドは、 シス
テムによって更新または挿入される列、 あるいはキー列を表します。 ユーザー
が列の名前を指定し、 それがキーであるかど うか指定します。 キー列は、
UPDATE ステート メン ト と  DELETE ステート メ ン トの WHERE 句を作成するた

めに自動的に使用されます。

メモ
フ ィールドが出力レコード内にある場合、 検証情報はマップ先の列から設定さ
れます。

出力レコードの
フ ィールド  
( マップの入力側 )

フ ィールドがマップ入力側の出力レコード内にある場合、 列の入力元と ター
ゲッ ト  テーブルでの列データの出力先の両方を指定できます。

メモ
フ ィールドが出力レコード内にある場合、 検証情報は列情報から設定されます。

( 次のページへ続く )
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[ フ ィールド  
プロパティ ] 
ダイアログ ボックス

この図は、 マップの入力側の場合に表示される  [ フ ィールド  プロパティ ] ダイア

ログ ボッ クス  ([ 名前 ] タブ ) を示しています。

各部と機能 次の表に、 [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの各部とその機能をま

とめます。

各部 機能

[ 名前 ] タブ

名前 フ ィールドの名前を定義します。

メモ
この名前にはスペース、 またはダッシュ  (-) を使用できま
せん。 語の区切りには、 アンダースコア (_) を使用します。

説明 ほかの類似フ ィールドから区別するためのフ ィールドの説
明です。

[Query] タブ ( 入力レコード内のフ ィールドの場合のみ表示される )

関連付けられた
ステート メン ト  
レコード

ステート メ ン ト  レコードの リ ス トです。

照会 SQL 現在選択されているステート メン ト  レコードの SQL が表

示されます。

( 次のページへ続く )
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名前 現在選択されているステート メン ト  レコードの結果セッ

トにある列名のリ ス トです。

メモ
データベースに接続するよ うに指定し、 SQL をテス ト し
た場合にのみ適用されます。

番号 現在選択されているステート メン ト  レコードの結果セッ

トにある列番号のリ ス トです。

メモ

◗ データベースに接続するよ うに指定し、 SQL をテス ト
した場合にのみ適用されます。

◗ この リ ス トには、 1 ベースのインデッ クスが使用され
ます。

NULL を許可 [ 名前 ] リ ス トから選択した列に NULL が許可されるかど

うかを示します。

メモ
情報提供のみが目的です。

ク リ ア このフ ィールドをクエ リーとの関連付けから解除します。

[ 列 ] タブ ( 出力レコード内のフ ィールドの場合のみ表示される )

名前 親出力レコードに関連付けられているテーブル内の列名の
リ ス トです。

番号 親出力レコードに関連付けられているテーブル内の列番号
のリ ス トです。

NULL を許可 [ 名前 ] 列から選択された列に対し、 INSERT および 
UPDATE SQL ステート メン ト操作の際に、 ブランク  
フ ィールドを  NULL で充填するかど うかを示します。

テーブル キー このフ ィールドが WHERE 句で使用されるこ とを示し

ます。

メモ
UPDATE または DELETE に使用されている  WHERE 句を
形成できるよ うにな り ます (INSERT 操作には適用されま
せん )。

ク リ ア このフ ィールドをクエ リーとの関連付けから解除します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
各部 機能
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[ 必須 ] タブ

必須 フ ィールドが必須かど うかを示します ( 指定が必要です )。

最小長 フ ィールドの最小の長さを指定します。

最大長 フ ィールドの最大の長さを指定します。

Data-type データ型を指定します。 有効な値は次のとおりです。

◗ [ 文字列 ] ( 英数字エレ メン ト )
◗ [ 番号 ] ( 数字または実数エレ メン ト )
◗ [ 日 / 時 ] ( 日付または時刻エレ メン ト )

書式 フ ィールドを書式化する方法を指定します。

メモ
[Data-type] に選択した値に応じて、 データ形式を リ ス トか
ら選択するか ([Data-type] フ ィールドに [ 番号 ] または [ 日 /
時 ] を選択した場合 )、 または、 指定したシンタ ッ クス  
トークンで示される とおりにこのフ ィールドを書式化する
よ う指示するシンタ ッ クス  トークンを入力するこ とがで
きます。

Gentran:Server のインス トール時に、 ユーザーが文字列
フ ィールドに既定書式を割り当てます。 この書式は、 文字
検証の基準と して使用されます。 U.S. ユーザーは通常、
ASCII 文字に対応する既定書式 ( たとえば、 X シンタ ッ ク
ス  トークン ) を使用できます。 アジアまたはヨーロ ッパ
言語、 およびエンコード文字セッ トのユーザーは通常、 フ
リー書式 (0x01-0xFF) を使用できます。

[ スタンダード  ルール ] タブ

スタンダード  
ルール

処理中にこのフ ィールドまたはエレ メン トに影響するスタ
ンダード  ルールを指定します。 各ルールは相互に排他的

です。

参照
スタンダード  ルールの詳細については、 『アプ リ ケーシ ョ
ン インテグレーシ ョ ン ユーザー ガイ ド』 を参照して くだ
さい。

[ 拡張ルール ] タブ

最大表示 ダイアログ ボッ クスを最大化します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
各部 機能
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フ ィールドの作成 フ ィールドを作成するには、 この手順に従います。

コンパイル 拡張ルールをコンパイルします。 警告またはエラーは [ エ
ラー ] リ ス トに表示されます。

メモ
この機能では、 使用するルールの正確さについて直ちに
フ ィードバッ クが得られます。 ルールは、 ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク ト全体をコンパイルする と きにコンパ
イルされます。

拡張ルール 拡張ルールを定義します。

エラー [ コンパイル ] をク リ ッ ク して拡張ルールをコンパイルし

たと きに生成されたエラーを表示します。

 ( 続き )
各部 機能

ステップ 操作

1 マップ オブジェク ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ ト  メニューか

ら  [ 配下に作成 ] または [ 挿入 ] を選択します。

参照
[ 配下に作成 ] 機能と  [ 挿入 ] 機能の詳細については、 「概要 : マッ
プ オブジェク トの作成方法」 を参照して ください。

2 シ ョート カッ ト  メニューから  [ フ ィールド ] を選択します。

システムからの応答
[ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

3 [ 名前 ] タブで、 次の項目を指定します。

◗ 一意のフ ィールド名

◗ 説明 ( 該当する場合 )

4 マップの入力側のフ ィールドかど うかによって、 次を実行します。

◗ マップの入力側のフ ィールドの場合は、 [Query] タブを選択
し、 次のステップに進みます。

◗ マップの入力側のフ ィールドではない場合 ( 出力側のフ ィー
ルドである場合 ) は、 [ 列 ] タブを選択し、 ステップ 8 に進み
ます。

5 [ 関連付けられたステート メン ト  レコード ] リ ス トから、 この

フ ィールドを関連付けるレコードを選択し、 次のステップに進み
ます。

( 次のページへ続く )
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6 [ 名前 ] リ ス トから、 テーブル名を選択し、 次のステップに進み

ます。

メモ
[ 名前 ] リ ス ト を使用できない場合は、 SQL クエ リーをテス ト しな
かったこ とを意味します。 代わりに、 [ 番号 ] ボッ クスから番号を
選択して ください。

7 NULL を許可するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 許可する  場合は、 [NULL を許可 ] オプシ ョ ンを選択し、 ス
テップ 11 に進みます。

◗ 許可しない場合は、 ステップ 11 に進みます。

8 [ 列 ] タブで、 [ 名前 ] リ ス トから列名を選択します。

メモ
[ 名前 ] リ ス ト を使用できない場合は、 [ODBC ファ イル プロパ
ティ ] ダイアログ ボッ クスで、 データ  ソースに接続してテーブル
をビルドするよ うに選択しなかったこ とを意味します。 代わりに、
[ 番号 ] ボッ クスから番号を選択して ください。

9 NULL を許可するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 許可する場合は、 [NULL を許可 ] オプシ ョ ンを選択し、次のス
テップに進みます。

◗ 許可しない場合は、 次のステップに進みます。

メモ
このオプシ ョ ンは出力レコードのフ ィールドにのみ適用されます。

10 このフ ィールドを  WHERE 句で使用するかど うかによって、 次を

実行します。

◗ 使用する場合は、 [ テーブル キー ] オプシ ョ ンを選択し、 次の
ステップに進みます。

◗ 使用しない場合は、 次のステップに進みます。

11 [ 必須 ] タブで、 次の項目を指定します。

◗ フ ィールドが必須であるかど うか

◗ 最小の長さ

◗ 最大の長さ

◗ データ型

◗ データを書式化する方法

( 次のページへ続く )
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12 このフ ィールドにスタンダード  ルールを指定するかど うかによっ

て、 次を実行します。

◗ 指定する場合は、 [ スタンダード  ルール ] タブを選択し、 ルー
ルを定義して、 次のステップに進みます。

参照
スタンダード  ルールの詳細については、 『アプ リ ケー
シ ョ ン インテグレーシ ョ ン ユーザー ガイ ド』 を参照し
て ください。

◗ 指定しない場合は、 次のステップに進みます。

13 このフ ィールドに拡張ルールを指定するかど うかによって、 次を
実行します。

◗ 指定する場合は、 [ 拡張ルール ] タブを選択し、 ルールを定義
して、 次のステップに進みます。

参照
拡張ルールの詳細については、 『アプ リ ケーシ ョ ン  イン
テグレーシ ョ ン ユーザー ガイ ド』 を参照して ください。

◗ 指定しない場合は、 次のステップに進みます。

14 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
フ ィールドが保存され、 [ フ ィールド  プロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスが閉じます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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データベースの整合性チェ ック 0

データベースの整合性をチェ ックする方法

はじめに [ データベースの整合性の確認 ] 機能は、 各クエ リー、 出力レコード、 および

フ ィールドの定義を、 関連付けられたデータ  ソース と比較し、 不整合があった

場合にそのリ ス ト を返します。 この機能はデータベース内の不整合について警
告しますが、 マップのコンポーネン トは修正しません。

メモ
データ  ソースを  ([ODBC ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ クスの [ データ  
ソース ] タブで ) 更新する と き、 および、 マップをコンパイルする際の最初の操
作と してもデータベースの整合性がチェッ ク されます。

例
不整合は、 データ  ソースから返されたものではないクエ リー列から、 フ ィール
ド用にデータを抽出するこ とを試みた場合に発生します。

データベースの
整合性のチェ ック

データベースの整合性をチェッ クするには、 この手順に従います。

ステップ 操作

1 ODBC ファ イル形式オブジェク ト を右ク リ ッ ク し、 シ ョート カッ

ト  メニューから  [ データベースの整合性の確認 ] を選択します。

システムからの応答
マップの選択した側の整合性が確認され、 検出された不整合を示
す [ データベースの整合性の確認 ] ダイアログが表示されます。

2 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ データベースの整合性の確認 ] ダイアログ ボッ クスが閉じます。
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付録

A

ODBC マップ作成のガイド ライン
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はじめに

この付録の内容 この付録では、 ODBC マップの問題の ト ラブルシューティングに関する情報を
提供します。

カスタマ サポート

へ連絡する際に
必要な情報

問題が解決しない場合は、 カスタマ サポートへ連絡する前に次の情報を用意し

て ください。

◗ マップしているデータベースの名前

◗ MDAC バージ ョ ン

◗ 適用されるサービス  パッ ク も含めたデータベースのバージ ョ ン

◗ 列、 キー、 およびインデッ クス情報を含むテーブル スク リプ ト

◗ マップ 
◗ データ  ファ イル

◗ パートナー プロファ イル

◗ 表示されたとおりのエラー メ ッセージ

◗ 使用している  GENSRVNT\Bin フォルダにある  MAPPER.EXE および 
TX32.EXE ファ イルの日付 / 時刻スタンプ

◗ マップの正しい動作についての説明
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テスト環境から本番環境へ移行する際のヒン ト

チェ ックリス ト テス ト環境から本番環境へ移行する際、 次の項目が開発 ( テス ト ) 用コン ト ロー

ラ と本番用サーバーの両方で同一であるこ とを確認する必要があ り ます。

◗ MDAC バージ ョ ン

◗ データベース名 ( 本番用コン ト ローラでのデータ  ソース名が異なる場合は、
マップ内でその名前を変更する必要があ り ます )

◗ データ  ソース名 ( 本番用コン ト ローラでのデータベース名が異なる場合は、
マップの [ODBC ファ イル プロパティ ] ダイアログ ボッ クスでその名前を変
更する必要があ り ます )

参照
マップの DSN を変更する方法の詳細については、 「ODBC ファ イル形
式の使用方法」 を参照して ください。
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インバウンド  マッピングのヒン ト ODBC マップ作成のガイドラインA - 4
インバウンド  マッピングのヒン ト

はじめに インバウンド  マップは、 入力側では任意の形式、 出力側では ODBC 形式を使用

できます。

一般ガイ ド ライン 次のリ ス トは、 インバウンド  マッピングの一般的なガイ ド ラ インです。

◗ INSERT/UPDATE 操作は、 エクスポート処理が行われるまでデータベースに
対して実行されません。

◗ エクスポート処理でエラーが発生した場合は、 Gentran:Server メ イン ウ ィ ン
ド ウからアクセスできる  [ 外部データ ] ブラウザの [Export Summary] ト ラン
スレータ  レポートにそのエラーが表示されます。

◗ マップがデータベースに書き込まない理由を判別できない場合は、 ( 処理
ファ イルではなく ) エクスポート処理のみに対して (ODBC ト レースではな
く ) データベース  ト レースを実行して ください。

◗ データベース  ト レース  ファ イルは、 Gentran:Server によってマップから構築
されたすべての SQL ステート メン ト を提供し、 ロールバッ ク も提供します。
さ らに詳細が必要な場合は、 クエ リー アナライザを使って SQL ステート メ
ン ト を実行して ください。
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ODBC マップ作成のガイドライン アウトバウンド  マッピングのヒン ト A - 5
アウトバウンド  マッピングのヒン ト

はじめに アウ トバウンド  マップは、 入力側では ODBC 形式を使用し、 出力側では任意の

形式を使用できます。

無限ループのト ラブ
ルシューテ ィング

マップが無限ループを実行している場合は、 次の項目を確認して ください。

◗ ( マップ内の ) SQL ステート メン ト  レコードが、 テーブルの列にある特定の
値をチェッ ク しているかど うかを調べます。

参照
SQL ステート メン ト  レコードの使用方法の詳細については、 「ステー
ト メン ト  レコードの使用方法」 を参照して ください。

◗ インポート  マップ内に更新レコードを含めたこ とを確認します。

◗ その更新レコードに、 更新しているテーブルのキー列が含まれているこ とを
確認します。
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アウトバウンド  マッピングのヒン ト ODBC マップ作成のガイドラインA - 6
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